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るから人々が馨施 しなくなることを意味 します.キリス ト教には ｢隠れた紳｣という硯念
が.Jt･,ります.神様 というのは隠れていて見えない.コンビニ-タという性掛 ま,現在はキ
ーポー トとディスプレイかついている形でH())酢 こありますが,おそらくそ(J,)うちわれ/i)

















































った小学生もいるし.中耳/i程度の/J.'ijれ ＼;IS＼や lW (J)システムをかいくぐって侵入す
る寸叩こも数多くあったわけです.
-つ夫り日報技師という特殊な技術は.乱用Lたり悪用折FF)したりすると,社会にきわb/)
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取り1-.けちれるフォー ド･ピント弔件では,コストとリスクの トレー ドオフ儲操が煙点と
･'昌),より多くU)コストをかけていたならば解放は防げただろうと官われています.しか
しわたしはこの SO【計画の挫折をもって,もはやフォ一一ド･ピント事件というものが陳麻
化したとみなしてい王す,
'編者貼 .･この'Tl故については63貫に記暇がある,
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